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(57)【要約】
【課題】斜めから見た場合に表示内容を識別不可能な画
像に変換する画像変換装置を実現する。
【解決手段】本発明の液晶表示装置（画像変換装置）１
は、外部から入力された画像信号を、ルックアップテー
ブル５の利用により、明画像を表わす画像信号と暗画像
を表わす画像信号とに変換するインターフェイス回路２
と、変換して得られる画像信号を元に明画像と暗画像と
を合成して画像を液晶パネル４に表示するための液晶駆
動回路３とを備えているので、ユーザが表示された画像
を斜めから見た場合に表示内容を識別不可能にすること
ができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力画像を出力画像に変換する画像変換装置であって、
　上記入力画像を構成する各画素の輝度値を、所定の輝度範囲内のいずれかの値にスケー
リングするスケーリング手段と、
　上記スケーリング後の各画素の輝度値を、ルックアップテーブルを用いて、上記輝度値
以下の輝度値に変換して、暗画像を生成する暗画像生成手段と、
　上記スケーリング後の各画素の輝度値を、ルックアップテーブルを用いて、上記輝度値
以上の輝度値に変換して、明画像を生成する明画像生成手段と、
　上記明画像および上記暗画像を混合することによって、上記出力画像を生成する画像生
成手段とを備えている画像変換装置。
【請求項２】
　入力画像を出力画像に変換する画像変換装置であって、
　上記入力画像を構成する各画素の輝度値を、所定の輝度範囲内のいずれかの値にスケー
リングするスケーリング手段と、
　上記輝度範囲における所定の値未満の各入力輝度値に対して、互いに略同一の暗輝度値
を対応付け、上記輝度範囲における上記所定の値以上の各入力輝度値に対して、当該入力
輝度値と略等しい暗輝度値を対応付けた暗ルックアップテーブルを用いて、上記スケーリ
ング後の各画素の輝度値を、当該輝度値に対応する上記暗輝度値に変換することによって
、暗画像を生成する暗画像生成手段と、
　上記輝度範囲内の上記所定の値未満の各入力輝度値に対して、当該入力輝度値の変化に
応じて変化する明輝度値を対応付け、上記輝度範囲内の上記所定の値以上の各入力輝度値
に対して、当該入力輝度値と略等しい明輝度値を対応付けた明ルックアップテーブルを用
いて、上記スケーリング後の各画素の輝度値を、当該輝度値に対応する上記明輝度値に変
換することによって、明画像を生成する明画像生成手段と、
　上記明画像および上記暗画像を混合することによって、上記出力画像を生成する画像生
成手段とを備えている画像変換装置。
【請求項３】
　上記画像生成手段は、
　上記明画像および上記暗画像を時間的に混合することによって、上記出力画像を生成す
ることを特徴とする、
請求項１または２に記載の画像変換装置。
【請求項４】
　上記画像生成手段は、
　上記明画像および上記暗画像を空間的に混合することによって、上記出力画像を生成す
ることを特徴とする、
請求項１または２に記載の画像変換装置。
【請求項５】
　上記画像生成手段は、
　上記明画像および上記暗画像を時間的及び空間的に混合することによって、上記出力画
像を生成することを特徴とする、
請求項１または２に記載の画像変換装置。
【請求項６】
　上記輝度範囲が略０．０５以上略０．５以下であることを特徴とする、
請求項１に記載の画像変換装置。
【請求項７】
　上記輝度範囲が略０．０５以上略１以下であることを特徴とする、
請求項２に記載の画像変換装置。
【請求項８】
　入力画像を出力画像に変換する画像変換方法であって、
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　上記入力画像を構成する各画素の輝度値を、所定の輝度範囲内のいずれかの値にスケー
リングするスケーリングステップと、
　上記スケーリング後の各画素の輝度値を、ルックアップテーブルを用いて、上記輝度値
以下の輝度値に変換して、暗画像を生成する暗画像生成ステップと、
　上記スケーリング後の各画素の輝度値を、ルックアップテーブルを用いて、上記輝度値
以上の輝度値に変換して、明画像を生成する明画像生成ステップと、
　上記明画像および上記暗画像を混合することによって、上記出力画像を生成する画像生
成ステップとを含んでいる画像変換方法。
【請求項９】
　入力画像を出力画像に変換する画像変換方法であって、
　上記入力画像を構成する各画素の輝度値を、所定の輝度範囲内のいずれかの値にスケー
リングするスケーリングステップと、
　上記輝度範囲における所定の値未満の各入力輝度値に対して、互いに略同一の暗輝度値
を対応付け、上記輝度範囲における上記所定の値以上の各入力輝度値に対して、当該入力
輝度値と略等しい暗輝度値を対応付けた暗ルックアップテーブルを用いて、上記スケーリ
ング後の各画素の輝度値を、当該輝度値に対応する上記暗輝度値に変換することによって
、暗画像を生成する暗画像生成ステップと、
　上記輝度範囲内の上記所定の値未満の各入力輝度値に対して、当該入力輝度値の変化に
応じて変化する明輝度値を対応付け、上記輝度範囲内の上記所定の値以上の各入力輝度値
に対して、当該入力輝度値と略等しい明輝度値を対応付けた明ルックアップテーブルを用
いて、上記スケーリング後の各画素の輝度値を、当該輝度値に対応する上記明輝度値に変
換することによって、明画像を生成する明画像生成ステップと、
　上記明画像および上記暗画像を混合することによって、上記出力画像を生成する画像生
成ステップとを含んでいる画像変換方法。
【請求項１０】
　請求項１から７までのいずれか１項に記載の画像変換装置を備え、
　上記画像変換装置によって入力画像から変換された出力画像を表示することを特徴とす
る液晶表示装置。
【請求項１１】
　表示方式が垂直配向型であることを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　請求項１から７までのいずれか１項に記載の画像変換装置を動作させるプログラムであ
って、コンピュータを上記の各手段として機能させるための画像変換プログラム。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の画像変換プログラムを記録しているコンピュータ読み取り可能な記
録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、斜めから見た場合に表示内容を識別できないように画像を変換する画像変換
装置、画像変換方法、該画像変換装置によって変換して得られた画像を表示する液晶表示
装置、画像変換プログラム、及び、記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶パネルには、主に電気的な制御により広視野角特性と狭視野角特性とを自由に切り
替えることが可能であるという特徴がある。広視野角特性は、液晶パネルに表示される画
像を広い視野角から正常に見ることができるため、例えば大人数で画像を見る場合などに
適している。また、狭視野角特性は、液晶パネルに表示される画像を、狭い視野角からし
か正常に見ることができないため、プライバシーが要求されるような場合などに適してい
る。実際に、視野角特性の切り替えは、例えば、携帯電話のプライベートフィルタ機能と
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して用いられており、その他にも幅広く適用されている。
【０００３】
　特許文献１には、垂直配向（ＶＡ）型の液晶表示装置における、低階調側を斜め視野角
から見たときに発生する白浮き現象と高階調側を斜め視野角から見たときに発生する階調
潰れ現象とを利用して、液晶パネルのコントラストと階調表現能力とを変化させることで
、表示画面上の視野角特性を変化させることが可能な液晶表示装置が開示されている。
【０００４】
　具体的には、特許文献１で開示された液晶表示装置は、図１６（ａ）の透過強度曲線で
示される元画像について、図１６（ｃ）に示すように、画像を構成する画素を斜め視野角
から見た場合の透過強度を大きくすると共に、その変化量を小さくすることにより、上述
の白浮き現象、及び、階調潰れ現象を顕著にし、視野角特性を悪くして狭視野角特性化を
行うことができる。
【０００５】
　また、上記液晶表示装置は、図１６（ａ）の透過強度曲線で示される元画像について、
図１６（ｂ）に示すように、画像を構成する画素を斜め視野角から見た場合の透過強度の
変化量を大きくすることにより、白浮き現象、及び、階調潰れ現象を弱め、視野角特性を
良くして広視野角特性化を行うことができる。
【特許文献１】特開２００４－３１８１１２号公報（２００４年１１月１１日公開）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記従来の構成では、狭視野角特性化を行ったとしても、ユーザは視野
角の範囲外から液晶パネルに表示される画像を鮮明に見ることはできないものの、表示内
容を識別できてしまうという問題を生じる。
【０００７】
　ユーザが視野角の範囲外から見た場合に表示内容を識別できないようにするためには、
液晶表示装置は、画像を構成するすべての画素の正面透過強度が大きくなるように、画像
の輝度をスケーリングして表示する必要がある。そのため、ユーザが、上述のように輝度
をスケーリングされた画像を正面から見ると、画像全体が明るくなって見づらくなってし
まう。また、狭視野角特性化を行う際に、上述のように輝度のスケーリングを行うと、広
視野角特性化を行った場合にユーザが正面から見た画像の明るさと、狭視野角特性化を行
った場合にユーザが正面から見た画像の明るさが大きく異なってしまう。
【０００８】
　このことを図１６、及び、図１７を用いて具体的に説明する。図１７は、画像（ａ）を
従来の構成の液晶表示装置に入力した場合に、液晶パネルに表示される画像を正面からみ
た場合の画像（ｂ）、及び、斜め６０度から見た場合の画像（ｃ）を示している。
【０００９】
　図１６（ｃ）に示すように、狭視野角特性化を行った場合、正面透過強度が０．５～１
の範囲においては、斜め６０度から画像を見た場合における透過強度の変化量が少なくな
るものの、正面透過強度が０．５未満の範囲において、斜め６０度から画像を見た場合に
おける透過強度の変化量が大きいために、図１７（ｃ）に示すように、斜め６０度から液
晶パネルを見ても表示内容を識別できてしまう。
【００１０】
　ここで、正面透過強度が０．５～１の領域のみを用いるように画像の輝度をスケーリン
グすると、斜め６０度から画像を見た場合における透過強度の変化量が小さくなるため、
斜め６０度から画像を見た場合に表示内容を識別しづらくすることができるが、正面透過
強度が０．５～１であるため、正面から見た場合、画像全体が明るくなって見づらくなる
。また、この場合、広視野角特性化においては、図４（ａ）に示すように、正面透過強度
が０～０．５の領域を用い、狭視野角特性化においては、正面透過強度が０．５～１の領
域を用いることになるため、広視野角特性化を行った場合における正面から見た画像の明
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るさと、狭視野角特性化を行った場合における正面から見た画像の明るさが大きく異なっ
てしまう。
【００１１】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、狭視野角状態にお
いて正面から見た場合に画像全体が明るくなるという問題を起こさずに、狭視野角特性化
を行って得られる画像を斜め視野角から見ても表示内容を識別することができない、もし
くは、正面から認識できる画像と斜め視野角から見た際の画像とが異なるような画像変換
装置、画像変換方法、プログラム、および記録媒体を実現することにある。また、このよ
うな画像変換装置を備えた液晶表示装置を実現することも本発明の目的の一つである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明に係る画像変換装置は上記の課題を解決するために、
　入力画像を出力画像に変換する画像変換装置であって、
　上記入力画像を構成する各画素の輝度値を、所定の輝度範囲内のいずれかの値にスケー
リングするスケーリング手段と、
　上記スケーリング後の各画素の輝度値を、ルックアップテーブルを用いて、上記輝度値
以下の輝度値に変換して、暗画像を生成する暗画像生成手段と、
　上記スケーリング後の各画素の輝度値を、ルックアップテーブルを用いて、上記輝度値
以上の輝度値に変換して、明画像を生成する明画像生成手段と、
　上記明画像および上記暗画像を混合することによって、上記出力画像を生成する画像生
成手段とを備えていることを特徴としている。
【００１３】
　上記の構成によれば、画像変換装置は、入力画像を構成する各画素の輝度値を、所定の
輝度範囲内のいずれかの値にスケーリングする。例えば、入力画像を構成する各画素の輝
度値を０．０５以上０．５以下の何れかの値にスケーリングする。
【００１４】
　また、画像変換装置は、輝度範囲内の各入力輝度値に対して、互いに略同一の暗輝度値
を対応付けた暗ルックアップテーブルを用いて、スケーリング後の各画素の輝度値を、当
該輝度値に対応する暗輝度値に変換することによって、暗画像を生成する。
【００１５】
　また、画像変換装置は、輝度範囲内の各入力輝度値に対して、当該入力輝度値の変化に
応じて変化する明輝度値とを対応付けた明ルックアップテーブルを用いて、スケーリング
後の各画素の輝度値を、当該輝度値に対応する明輝度値に変換することによって、明画像
を生成する。
【００１６】
　さらに、画像変換装置は、明画像および暗画像を混合することによって、出力画像を生
成する。
【００１７】
　ここで、明画像および暗画像の混合について、図５～図７を用いて具体例を挙げて説明
する。
【００１８】
　例として、図７（a）に示すようなスケーリング後の輝度値が０．１の領域２５ｂと０
．４の領域２５ａとで構成された画像を挙げる。
【００１９】
　この元画像では、正面から見た場合、当然ながら輝度値が０．１の領域２５ｂは暗く、
輝度値が０．４の領域２５ａは明るく見えるため、観察者は画像を認識することが可能で
ある。
【００２０】
　この元画像を斜めから見た場合における画像を図７（ｂ）に示す。図５のグラフのケー
ス１を見れば分かるとおり、輝度値が０．１の領域２５ｂは輝度値約０．７、輝度値が０
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．４の領域２５ａは輝度値約１となって見えることになり、輝度値が約０．７の領域２５
ｄと輝度値が約１の領域２５ｃとで構成された画像になる。この場合も、正面と比較する
と輝度値の比が小さいため見難くはなるが、正面の画像と同一の画像を認識することが可
能である。
【００２１】
　ここで、図６のグラフのとおり、明ルックアップテーブルを使用してスケーリング後の
輝度値が０．１の状態を輝度値約０．１９５に、輝度値が０．４の状態を、輝度値約０．
８にそれぞれ変換する。この工程により、明画像は輝度値が約０．１９５の領域と輝度値
約０．８とで形成された画像となる。
【００２２】
　同様に、暗ルックアップテーブルを用いてスケーリング後の輝度値が０．１の状態を輝
度値約０．００５、輝度値が０．４の状態を、輝度値約０にそれぞれ変換する。この工程
により、暗画像は輝度値約０．００５と輝度値約０とで形成された画像となる。このよう
にして作成した明画像と、暗画像とを、１対１の割合で混合する。混合する手法について
は後に述べる。
【００２３】
　正面から見た場合の混合した画像を図７（ｃ）に示す。元画像における輝度値が０．１
の領域２５ｂは、画像を混合した結果、輝度値０．１９５と輝度値０．００５との１対１
の混合領域２５ｆとなるため、結果として輝度０．１の状態として見える。同様に、元画
像における輝度値が０．４の領域２５ａは、画像を混合した結果、輝度値０．８と輝度値
０との１対１の混合領域２５ｅとなるため、結果として輝度０．４の状態として見える。
このため、正面から見た場合においては元画像と同一の画像を観察者は認識することが可
能である。
【００２４】
　この画像を斜めから見た場合の画像を図７（ｄ）に示す。図５のグラフのケース１を見
れば分かるとおり、正面における輝度値０．１９５の領域は輝度値約０．８５、輝度値０
．０５の領域は輝度値約０．１５、輝度値０．８の領域は輝度値約１、輝度値０の領域は
約０となってそれぞれ見える。
【００２５】
　ここで、元画像における輝度値が０．１の領域２５ｂは、斜めから見ると輝度値約０．
８５と輝度値約０．１５との１対１の混合領域２５ｈとなるため、結果として輝度０．５
の状態として見える。同様に、元画像における輝度値が０．４の領域２５ｂは、画像を混
合した結果、輝度値約１と輝度値約０との１対１の混合領域２５ｇとなるため、結果とし
て輝度０．５の状態として見える。
【００２６】
　即ち、正面では観察者は画像が認識できるが、斜めから見ると観察者は画像が認識でき
ないという状態となる。
【００２７】
　以上のように画像変換装置は、所定の輝度範囲をもつ画像を変換して表示した画像の正
面透過強度が一定の範囲の値をとり、斜め透過強度が略一定となるようなルックアップテ
ーブルを用いて変換するので、正面から見ると輝度の差があるので表示内容を認識できる
が、斜めから見ると輝度の差がないので表示内容を識別できないような画像に変換するこ
とができる。
【００２８】
　また、変換して得られる画像のコントラストをあまり低減することなく画像を変換でき
るので、狭視野角状態において正面から見た場合に画像全体が明るくなるという問題を起
こさずに、狭視野角特性化を行って得られる画像を斜め視野角から見ても表示内容を識別
不可能にすることができるという効果を奏する。
【００２９】
　本発明に係る画像変換装置は上記の課題を解決するために、
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　入力画像を出力画像に変換する画像変換装置であって、
　上記入力画像を構成する各画素の輝度値を、所定の輝度範囲内のいずれかの値にスケー
リングするスケーリング手段と、
　上記輝度範囲における所定の値未満の各入力輝度値に対して、互いに略同一の暗輝度値
を対応付け、上記輝度範囲における上記所定の値以上の各入力輝度値に対して、当該入力
輝度値と略等しい暗輝度値を対応付けた暗ルックアップテーブルを用いて、上記スケーリ
ング後の各画素の輝度値を、当該輝度値に対応する上記暗輝度値に変換することによって
、暗画像を生成する暗画像生成手段と、
　上記輝度範囲内の上記所定の値未満の各入力輝度値に対して、当該入力輝度値の変化に
応じて変化する明輝度値を対応付け、上記輝度範囲内の上記所定の値以上の各入力輝度値
に対して、当該入力輝度値と略等しい明輝度値を対応付けた明ルックアップテーブルを用
いて、上記スケーリング後の各画素の輝度値を、当該輝度値に対応する上記明輝度値に変
換することによって、明画像を生成する明画像生成手段と、
　上記明画像および上記暗画像を混合することによって、上記出力画像を生成する画像生
成手段とを備えていることを特徴としている。
【００３０】
　上記の構成によれば、画像変換装置は、入力画像を構成する各画素の輝度値を、所定の
輝度範囲内のいずれかの値にスケーリングする。例えば、入力画像を構成する各画素の輝
度値を０．０５以上１以下の何れかの値にスケーリングする。
【００３１】
　また、画像変換装置は、輝度範囲における所定の値未満の各入力輝度値に対して、互い
に略同一の暗輝度値を対応付け、輝度範囲における当該所定の値以上の各入力輝度値に対
して、当該入力輝度値と略等しい暗輝度値を対応付けた暗ルックアップテーブルを用いて
、スケーリング後の各画素の輝度値を、当該輝度値に対応する暗輝度値に変換することに
よって、暗画像を生成する。
【００３２】
　また、画像変換装置は、輝度範囲内の上記所定の値未満の各入力輝度値に対して、当該
入力輝度値の変化に応じて変化する明輝度値を対応付け、輝度範囲内の上記所定の値以上
の各入力輝度値に対して、当該入力輝度値と略等しい明輝度値を対応付けた明ルックアッ
プテーブルを用いて、スケーリング後の各画素の輝度値を、当該輝度値に対応する上記明
輝度値に変換することによって、明画像を生成する。
【００３３】
　さらに、画像変換装置は、明画像および暗画像を混合することによって、出力画像を生
成する。
【００３４】
　以上のように画像変換装置に表示される画像は、明画像と暗画像とが混合されており、
各画素の斜めから見た場合の透過強度値が２種類の値しかとらないため、上記出力画像を
斜めから見ると表示内容を識別不可能であるという効果を奏する。
【００３５】
　本発明に係る画像変換方法は上記の課題を解決するために、
　入力画像を出力画像に変換する画像変換方法であって、
　上記入力画像を構成する各画素の輝度値を、所定の輝度範囲内のいずれかの値にスケー
リングするスケーリングステップと、
　上記スケーリング後の各画素の輝度値を、ルックアップテーブルを用いて、上記輝度値
以下の輝度値に変換して、暗画像を生成する暗画像生成ステップと、
　上記スケーリング後の各画素の輝度値を、ルックアップテーブルを用いて、上記輝度値
以上の輝度値に変換して、明画像を生成する明画像生成ステップと、
　上記明画像および上記暗画像を混合することによって、上記出力画像を生成する画像生
成ステップとを含んでいることを特徴としている。
【００３６】
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　上記の構成によれば、本発明に係る画像変換装置と同様の作用効果を奏する。
【００３７】
　本発明に係る画像変換方法は上記の課題を解決するために、
　入力画像を出力画像に変換する画像変換方法であって、
　上記入力画像を構成する各画素の輝度値を、所定の輝度範囲内のいずれかの値にスケー
リングするスケーリングステップと、
　上記輝度範囲における所定の値未満の各入力輝度値に対して、互いに略同一の暗輝度値
を対応付け、上記輝度範囲における上記所定の値以上の各入力輝度値に対して、当該入力
輝度値と略等しい暗輝度値を対応付けた暗ルックアップテーブルを用いて、上記スケーリ
ング後の各画素の輝度値を、当該輝度値に対応する上記暗輝度値に変換することによって
、暗画像を生成する暗画像生成ステップと、
　上記輝度範囲内の上記所定の値未満の各入力輝度値に対して、当該入力輝度値の変化に
応じて変化する明輝度値を対応付け、上記輝度範囲内の上記所定の値以上の各入力輝度値
に対して、当該入力輝度値と略等しい明輝度値を対応付けた明ルックアップテーブルを用
いて、上記スケーリング後の各画素の輝度値を、当該輝度値に対応する上記明輝度値に変
換することによって、明画像を生成する明画像生成ステップと、
　上記明画像および上記暗画像を混合することによって、上記出力画像を生成する画像生
成ステップとを含んでいることを特徴としている。
【００３８】
　上記の構成によれば、本発明に係る画像変換装置と同様の効果を奏する。
【００３９】
　本発明に係る画像変換装置は、
　上記画像生成手段において、上記明画像および上記暗画像を時間的に混合することによ
って、上記出力画像を生成することができる。
【００４０】
　本発明に係る画像変換装置は、
　上記画像生成手段において、上記明画像および上記暗画像を空間的に混合することによ
って、上記出力画像を生成することができる。
【００４１】
　本発明に係る画像変換装置は、
　上記画像生成手段において、上記明画像および上記暗画像を時間的及び空間的に混合す
ることによって、上記出力画像を生成することができる。
【００４２】
　本発明に係る画像変換装置は、
　上記輝度範囲が略０．０５以上略０．５以下であることが望ましい。
【００４３】
　上記の構成によれば、斜め６０度から上記出力画像を見たときに表示内容を識別するこ
とができなくなるという効果を奏する。
【００４４】
　ここで、輝度範囲の数値（０．０５、及び、０．５）は、入力画像の中で最大の輝度を
もつ画素の輝度を１と定めた場合の輝度を意味する。
【００４５】
　本発明に係る画像変換装置は、
　上記輝度範囲が略０．０５以上略１以下であることが望ましい。
【００４６】
　上記の構成によれば、斜め６０度から上記出力画像を見たときにグラデーションの表現
が見えなくなるという効果を奏する。
【００４７】
　ここで、輝度範囲の数値（０．０５、及び、０．５）は、入力画像の中で最大の輝度を
もつ画素の輝度を１と定めた場合の輝度を意味する。



(9) JP 2010-8688 A 2010.1.14

10

20

30

40

50

【００４８】
　本発明に係る液晶表示装置は、上記画像変換装置によって入力画像から変換された出力
画像を表示することを特徴としている。
【００４９】
　上記液晶表示装置は、表示方式が垂直配向（ＶＡ）型であることが望ましい。
【００５０】
　なお、上記画像変換装置は、コンピュータによって実現しても良い。この場合、コンピ
ュータを上記各手段として動作させることにより上記画像変換装置をコンピュータにおい
て実現する画像変換プログラム、およびその画像変換プログラムを記録したコンピュータ
読み取り可能な記録媒体も本発明の範疇に入る。
【発明の効果】
【００５１】
　本発明に係る画像変換装置は、以上のように、入力画像を構成する各画素の輝度値を、
所定の輝度範囲内のいずれかの値にスケーリングする。次に、上記スケーリング後の各画
素の輝度値を、ルックアップテーブルを用いて、上記輝度値以下の輝度値に変換して、暗
画像を生成する。上記スケーリング後の各画素の輝度値を、ルックアップテーブルを用い
て、上記輝度値以上の輝度値に変換して、明画像を生成する。その後、生成された明画像
と暗画像とを混合する。
【００５２】
　これにより、混合して得られた画像を斜めから見ると、表示内容が識別不可能であると
いう効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５３】
　〔実施形態１〕
　本発明に係る液晶表示装置の一実施形態について図１～図９を用いて説明する。
【００５４】
　（液晶表示装置１の構成）
　本発明に係る液晶表示装置１の構成について図２を参照して以下に説明する。図２は、
液晶表示装置１の要部構成を表わすブロック図である。液晶表示装置１は、システム装置
１０から入力される映像信号に基づいて、画像を構成する各ユニットについて、輝度値を
算出し、算出された輝度値からルックアップテーブル５を参照して２つの輝度値（高輝度
値、及び、低輝度値）を算出し、各ユニットについて、ユニットを構成する画素を、算出
した高輝度値を持つ画素と低輝度値を持つ画素とに変換して液晶パネル４に表示する装置
である。
【００５５】
　液晶表示装置１は、インターフェイス回路２（スケーリング手段、暗画像生成手段、明
画像生成手段）、液晶駆動回路３（画像生成手段）、液晶パネル４、及び、ルックアップ
テーブル５を備えている。各部材の詳細については後述する。
【００５６】
　（液晶表示装置１の動作）
　液晶表示装置１の動作について図１を用いて説明する。図１は、システム装置１０から
液晶表示装置１に映像信号が入力された場合における液晶表示装置１の動作を表わすフロ
ーチャートである。
【００５７】
　インターフェイス回路２は、システム装置１０から入力された映像信号を受信すると、
受信した映像信号に基づいて得られる画像の輝度のスケーリングを行う。輝度のスケーリ
ングを行った後、画像を構成する各ユニットについてＲＧＢ各色の輝度値を算出する（Ｓ
１）。輝度のスケーリングの詳細、及び、ユニットについては、後述する。
【００５８】
　次に、インターフェイス回路２は、画像を構成する複数のユニットの中からユニットを
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１つ選択し（Ｓ２）、ＲＧＢの中で、明状態の輝度値、及び、暗状態の輝度値を算出して
いない色のうちいずれか１色に対して、Ｓ１において算出した対応するユニットの輝度値
を元に、ルックアップテーブル５を用いて、明状態の輝度値、及び、暗状態の輝度値を算
出する（Ｓ３）。ここで、明状態とは相対的に明るい状態を、暗状態とは相対的に暗い状
態を意味する。
【００５９】
　Ｓ２で選択したユニットに対し、ＲＧＢの３色すべてについて明状態の輝度値及び暗状
態の輝度値を算出した場合（Ｓ４においてＹＥＳ）、Ｓ５に進み、明状態の輝度値及び暗
状態の輝度値を算出していない場合（Ｓ４においてＮＯ）、Ｓ３に戻る。
【００６０】
　Ｓ５において、インターフェイス回路２は、まだ明状態の輝度値及び暗状態の輝度値を
算出していないユニットが存在するか否かを判定する。そのようなユニットが存在する場
合（Ｓ５においてＹＥＳ）、Ｓ２に戻る。そのようなユニットが存在しない場合（Ｓ５に
おいてＮＯ）、Ｓ６に進む。
【００６１】
　Ｓ６において、インターフェイス回路２は、Ｓ２～Ｓ５で算出した各ユニットの明状態
の輝度値、及び、暗状態の輝度値を液晶駆動回路３に出力する。液晶駆動回路は、入力さ
れた各ユニットの明状態の輝度値、及び、暗状態の輝度値を元に、各ユニットについて、
ユニットを構成する画素の一部の輝度値が明状態の輝度値になり、ユニットを構成する残
りの画素の輝度値が暗状態の輝度値になるように、液晶パネル４の各画素に駆動電圧を供
給する。これにより液晶パネル４に全体画像が表示される。
【００６２】
　（ユニット）
　画像を構成するユニットについて図３を用いて説明する。
【００６３】
　ユニットとは、複数の画素を組み合わせた画素群、または、複数フレームからなり各フ
レームが１つ以上の画素（群）から構成される画素群を意味する。
【００６４】
　ユニットを構成する画素の一部を、ある輝度値を持つ画素とし、残りの画素を別の輝度
値を持つ画素とし、２つの異なる輝度値をもつ画素を交互に配置したり、交互に表示した
りすることにより、そのユニットは、人間の目から見て中間調になる。
【００６５】
　例えば、図３（ａ）に示すように、ユニット２０がある輝度値を持つ画素２０ａと別の
輝度値を持つ画素２０ｂとにより構成されている場合、画素２０ａの領域は、画素２０ｂ
の領域、及び、ユニットの境界により、複数の領域に分割される。同様に、画素２０ｂの
領域は、画素２０ａの領域、及び、ユニットの境界により、複数の領域に分割される。こ
こで、画素２０ａの数と画素２０ｂの数とが等しく、画素２０ａの領域の数、及び、画素
２０ｂの領域の数が多いほど、より多くの人間の目から見て、ユニットの階調が中間調に
見えるようになる。
【００６６】
　また、図３（ｂ）に示すように、ユニット２０がある輝度値を持つ画素２０ａと別の輝
度値を持つ２０ｂとにより構成され、フレームが切り替わると、画素２０ａが表示されて
いた領域の画素の輝度値が、画素２０ｂが表示されていた領域の画素の輝度値となり、画
素２０ｂが表示されていた領域の画素の輝度値が、画素２０ｂが表示されていた領域の画
素の輝度値となるものとする。この場合、フレームが高速に切り替わることにより、人間
の目から見て、ユニットの階調が中間調に見えるようになる。
【００６７】
　なお、ユニットの具体例として、図３（ａ）、及び、図３（ｂ）を挙げたが、ユニット
とはこれらに限られるものではなく、１フレームに含まれる画素の数はいくつであっても
よい。また、ユニットが複数フレームで構成される場合、フレーム数はいくつであっても
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よい。さらに、ユニットを構成する、ある輝度値を持つ画素の数と、異なる輝度値を持つ
画素の数が等しくなくても良い。
【００６８】
　（輝度のスケーリング）
　本実施形態に係る輝度のスケーリングの方法について説明する。
【００６９】
　本発明におけるスケーリングとは、入力画像を構成する各画素の輝度値を、後に述べる
ルックアップテーブルにて変換可能な輝度値に置き換えることである。
【００７０】
　例えば、入力画像を構成する各画素のうち最も低い輝度が０、最も高い輝度が１の範囲
で入力画像が構成されている場合、最も低い輝度を０．０５、最も高い輝度を０．５に、
その間の輝度であった場合は元の輝度の高低が入れ替わらないように適宜輝度を置き換え
ていく。このことにより、画像全体のイメージはそのままに、ルックアップテーブルにて
変換可能な画像に置き換えることが可能となる。
【００７１】
　尚、輝度の置き換えの範囲には特に指定はなく、元の輝度の高低が入れ替わらないよう
にすれば良い。入力画像を構成する各画素のうち最も低い輝度が０．5、最も高い輝度が0
．6の範囲で入力画像が構成されている場合において、最も低い輝度を０．１、最も高い
輝度を０．５とするように、輝度範囲をシフト、拡大することも可能である。
【００７２】
　（ルックアップテーブルによる変換）
　本実施形態に係る輝度のルックアップテーブルによる変換の方法について、図３～図９
を用いて説明する。
【００７３】
　まず、図３を用いて、正面から見ると明るさが異なるが、斜めから見ると明るさが同一
に見えるようなユニットについて説明する。
【００７４】
　図３（ｃ）は正面から見ると明るさが同一に見えるが、斜めから見ると明るさが異なっ
て見える複数のユニットの一例である。図３（ｃ）において、画素２０ｄの輝度値と画素
２０ｅの輝度値との平均値、画素２０ｆの輝度値と画素２０ｇの輝度値との平均値、及び
、画素２０ｈの輝度値は同一である。また、画素２０ｄの輝度値は画素２０ｆの輝度値よ
りも大きく、画素２０ｅの輝度値は、画素２０ｇの輝度値よりも小さい。ユニットを構成
する画素が持つ２つの輝度値の差が大きいほど、斜めから見るとユニットの部分が暗く見
え、ユニットを構成する画素が持つ２つの輝度値の差が小さいほど、斜めから見るとユニ
ットの部分が明るく見える。
【００７５】
　これを応用して、正面から見ると明るさが異なり、斜めから見ると明るさが同一に見え
るような複数のユニットを作成することができる。図３（ｄ）は、そのようなユニットの
一例である。ここで、画素２０ｉの輝度値と画素２０ｊの輝度値との平均値は画素２０ｋ
の輝度値と画素２０ｌの輝度値との平均値より大きい。また、画素２０ｉの輝度値と画素
２０ｊの輝度値との平均値は画素２０ｋの輝度値と画素２０ｌの輝度値との平均値は、画
素２０ｍの輝度値より大きい。しかし、斜めから見ると各ユニットの明るさは同一に見え
る。
【００７６】
　次に、図４と図５とを用いて、適切なルックアップテーブルを選択して画像を変換する
ことにより、構成する画素の正面透過強度がある一定範囲の値であり、斜めから見た場合
の透過強度が略一定であるような画像領域（すなわち、図３（ｄ）のように正面から見る
と明るさが異なり、斜めから見ると明るさが同一に見えるユニットから構成される画像領
域）を持つ画像を生成することができることを説明する。
【００７７】
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　図４は、３つのルックアップテーブルの例を示している。
【００７８】
　ケース１のルックアップテーブルは、ユニットを変換しても、明状態と暗状態とで輝度
が変わらないようなルックアップテーブルである。ケース２のルックアップテーブルは、
ユニットの正面透過強度を０から１まで変化させた場合、明状態が先に明るくなり白状態
に到達した後、暗状態が明るくなり、最終的にどちらも白状態となるようなルックアップ
テーブルである。
【００７９】
　ケース３のルックアップテーブルは、ユニットの正面透過強度を０から１まで変化させ
た場合、正面透過強度が０．２３以下では、明状態のみが明るくなり、正面透過強度が０
．２３を超えると、明状態、及び、暗状態がともに明るくなるようなルックアップテーブ
ルである。
【００８０】
　図５は、それぞれのルックアップテーブルにおける、変換した画像の正面透過強度と斜
め６０度から見た場合の透過強度との関係を示している。
【００８１】
　画像を構成するユニットのうち多くのユニットについて、ケース３のルックアップテー
ブルを用いて得られたユニットを斜めから見た場合の透過強度は、ケース１のルックアッ
プテーブルを用いて得られたユニットを斜めから見た場合の透過強度より小さく、ケース
２のルックアップテーブルを用いて得られたユニットを斜めから見た場合の透過強度より
大きいことがわかる。
【００８２】
　３つのルックアップテーブルの例を示したが、ルックアップテーブルを調整して、明状
態と暗状態との差を調整することにより、正面から見た場合には変換前の画像と同様の階
調表示を行いながら、斜めから見た場合の透過強度を任意に選択することが可能である。
【００８３】
　従って、画像を構成する全てのユニットが、斜めから見た場合の透過強度が略一定とな
るような正面透過強度をもつように輝度を変換することにより、斜めから見た場合に画像
を識別不可能にすることができる。
【００８４】
　本実施形態に係る輝度の変換とは、このように、変換して得られる画像を構成する全ユ
ニットについて、斜めから見た場合の透過強度が略一定となるように輝度を変換すること
である。
【００８５】
　（適用結果）
　上述のように適切なルックアップテーブルを選択し、斜めから見た場合の透過強度が略
一定になるように輝度を変換すると、斜めから見た場合に画像を識別不可能にすることが
できる。
【００８６】
　本実施形態に係る液晶表示装置１は、例えば、変換後の画像の正面透過強度が図８の素
特性の範囲に収まるように、輝度のスケーリングを行い、各ユニットに対して、図６で表
わされるようなルックアップテーブル５を適用する。
【００８７】
　この結果得られる画像を正面から見た場合の画像、及び、斜めから６０度から見た場合
の画像をそれぞれ図９（ｂ）、及び、図９（ｃ）に示す。また、図９（ａ）は変換前の画
像である。
【００８８】
　図９（ｂ）の正面から見た場合の画像はコントラストが１０となり、画像を識別するこ
とができるが、図９（ｃ）の斜め６０度から見た場合の画像はコントラストが１となり、
画像を識別することができないことがわかる。
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【００８９】
　なお、本実施形態で使用するルックアップテーブルの例として、図６で表わされるよう
なルックアップテーブルを挙げたが、本実施形態のルックアップテーブル５はこれに限定
されるものではなく、変換して得られる画像における正面透過強度の一定の範囲に対する
斜め透過強度が略一定値になるようなルックアップテーブルであれば、どのようなルック
アップテーブルでもよい。
【００９０】
　（液晶表示装置１の利点）
　本実施形態に係る液晶表示装置１は、ユーザが正面から見た場合には、変換前の画像よ
りもコントラストは低いものの十分に識別可能な画像であって、斜めから見た場合にはコ
ントラストがほぼ１となり、識別が不可能な画像を液晶パネル４に表示することができる
。
【００９１】
　〔実施形態２〕
　次に本発明に係る液晶表示装置１の別の一実施形態について、図２、図６、図１０、及
び、図１１を用いて説明する。
【００９２】
　（液晶表示装置１の構成）
　本実施形態に係る液晶表示装置１の構成を図２に示す。図２は、液晶表示装置１の要部
構成を表わすブロック図である。なお、本実施形態に係る液晶表示装置１の構成は実施形
態１に係る液晶表示装置１の構成と同一であるため、各部材についての説明を省略する。
【００９３】
　（適用結果）
　本実施形態に係る液晶表示装置１は、例えば、変換後の画像の正面透過強度が図１０の
素特性の範囲に収まるように、輝度のスケーリングを行い、各ユニットに対して、図６で
表わされるようなルックアップテーブル５を適用する。
【００９４】
　この結果得られる画像を正面から見た場合の画像、及び、斜めから６０度から見た場合
の画像をそれぞれ図１１（ｂ）、及び、図１１（ｃ）に示す。また、図１１（ａ）は変換
する前の画像である。
【００９５】
　図１１（ｂ）の正面から見た場合の画像はコントラストが２０となり、実施形態１の液
晶表示装置１を用いて得られる画像よりもコントラストが高くなる。従って、ユーザが液
晶パネル４を正面から見た場合、より鮮明な画像を見ることができる。
【００９６】
　また、図１１（ｃ）の斜め６０度から見た場合の画像はコントラストが１．７となり、
実施形態１の液晶表示装置１を用いて得られる画像よりもコントラストが高くなる。しか
し、コントラストは高くなるものの、図１０に示すように、本実施形態に係る液晶表示装
置１に表示される画像の斜め透過強度は０．６、及び、１の２値しかとらないため、図１
１（ｃ）に示すように、グラデーションの表現が全く見えず、画像の表示内容を識別する
ことができないことがわかる。
【００９７】
　なお、本実施形態で使用するルックアップテーブルの例として、図６のルックアップテ
ーブルを挙げたが、本実施形態のルックアップテーブル５はこれに限定されるものではな
く、変換して得られる画像における正面透過強度の一定の範囲に対する斜め透過強度が略
一定値となり、正面透過強度の別の一定範囲に対する斜め透過強度が該略一定値とは異な
る略一定値となるルックアップテーブルであれば、どのようなルックアップテーブルでも
よい。
【００９８】
　（液晶表示装置１の利点）
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　本実施形態に係る液晶表示装置１は、ユーザが正面から見た場合には、変換前の画像と
ほぼ同一のコントラストを持った画像であって、斜めから見た場合にはグラデーションの
表現が全く見えず、識別が不可能な画像を液晶パネル４に表示することができる。
【００９９】
　〔実施形態３〕
　次に本発明の液晶表示装置１のさらに別の一実施形態について、図２、及び、図１２～
図１４を用いて説明する。
【０１００】
　（液晶表示装置１の構成）
　本実施形態に係る液晶表示装置１の構成を図２に示す。図２は、液晶表示装置１の要部
構成を表わすブロック図である。なお、本実施形態に係る液晶表示装置１の構成は実施形
態１、及び、実施形態２に係る液晶表示装置１の構成と同一であるため、各部材について
の説明を省略する。
【０１０１】
　（液晶表示装置１の動作）
　液晶表示装置１の動作について図１２を用いて説明する。
【０１０２】
　図１２は、システム装置１０から液晶表示装置１に映像信号が入力された場合における
液晶表示装置１の動作を表わすフローチャートである。
【０１０３】
　インターフェイス回路２は、システム装置１０から入力された映像信号を受信すると、
受信した映像信号に基づいて得られる画像の輝度のスケーリングを行う。輝度のスケーリ
ングを行った後、画像を構成する各ユニットについてＲＧＢ各色の輝度値を算出する（Ｓ
１１）。
【０１０４】
　次に、インターフェイス回路２は、画像を構成する複数のユニットの中からユニットを
１つ選択し（Ｓ１２）、ＲＧＢの中で、明状態の輝度値、及び、暗状態の輝度値を算出し
ていない色のうちいずれか１色に対して、Ｓ１において算出した対応するユニットの輝度
値を元に、ルックアップテーブル５を用いて、明状態の輝度値、及び、暗状態の輝度値を
算出し（Ｓ１３）、Ｓ１４に進む。
【０１０５】
　ここで、ユニット内の画像を斜めから見えるようにする場合には、斜めから見た場合の
透過強度が大きくなるようなルックアップテーブルを使用する。逆に、ユニット内の画像
を斜めから見えなくする場合には、斜めから見た場合の透過強度が小さくなるようなルッ
クアップテーブルを使用する。すなわち、本実施形態においてルックアップテーブルは２
組必要となる。
【０１０６】
　ただし、一般的に垂直配向（ＶＡ）型の液晶表示装置の場合、斜めから見た場合の透過
強度が最も大きくなる場合は、明状態の輝度値、及び、暗状態の輝度値が、ともに変換前
の入力輝度値と等しい場合である。このため、斜めから見た場合の透過強度が大きくなる
ようなルックアップテーブルは変換前の入力輝度値をそのまま明状態の輝度値と暗状態の
輝度値とすることにより、変換作業を省略することが可能である。この場合、ユニット内
の画像を斜めから見た場合の透過強度が小さくなるようなルックアップテーブルのみが必
要となる。
【０１０７】
　Ｓ１４において、インターフェイス回路２は、Ｓ１３で暗状態／明状態を算出しＳ１４
においてまだ暗状態／明状態を変換していない色に対して斜めで表示したい画像の対応す
るユニット輝度を元に明状態／暗状態を変換し、Ｓ１５に進む。
【０１０８】
　Ｓ１５において、インターフェイス回路２は、Ｓ１２で選択したユニットに対しＲＧＢ
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の３色すべてについて明状態の輝度値及び暗状態の輝度値を変換したか否かを判定する。
ＲＧＢの３色すべてについて明状態の輝度値及び暗状態の輝度値を変換した場合（Ｓ１５
においてＹＥＳ）、Ｓ１６に進み、ＲＧＢの３色すべてについて明状態の輝度値及び暗状
態の輝度値を変換していない場合（Ｓ１５においてＮＯ）、Ｓ１３に戻る。
【０１０９】
　Ｓ１６において、インターフェイス回路２は、まだ明状態の輝度値及び暗状態の輝度値
を変換していないユニットが存在するか否かを判定する。そのようなユニットが存在する
場合（Ｓ１６においてＹＥＳ）、Ｓ１２に戻る。そのようなユニットが存在しない場合（
Ｓ１６においてＮＯ）、Ｓ１７に進む。
【０１１０】
　Ｓ１７において、インターフェイス回路２は、Ｓ１２～Ｓ１６で算出、及び、変換した
各ユニットの明状態の輝度値、及び、暗状態の輝度値を液晶駆動回路３に出力する。液晶
駆動回路３は、入力された各ユニットの明状態の輝度値、及び、暗状態の輝度値を元に、
各ユニットについて、ユニットを構成する画素の一部の輝度値が明状態の輝度値になり、
ユニットを構成する残りの画素の輝度値が暗状態の輝度値になるように、液晶パネル４の
各画素に駆動電圧を印加する。これにより液晶パネル４に全体画像が表示される。
【０１１１】
　（適用結果）
　本実施形態においては、ユニット内の画像を斜めから見えるようにする場合に使用する
ルックアップテーブルとユニット内の画像を正面から見えるようにする場合に使用するル
ックアップテーブルとを用いて画像を変換する。図１３は、これらのルックアップテーブ
ルを用いた場合における変換後の画像の正面透過強度と斜めから６０度から見た場合の透
過強度との関係を示している。
【０１１２】
　ここで、実線（斜め６０度白）は、ユニット内の画像を斜めから見て最も明るく見える
ようにする場合に使用するルックアップテーブルを用いて変換したユニットの正面透過強
度と斜めから６０度から見た場合の透過強度との関係であり、破線（斜め６０度黒）は、
ユニット内の画像を斜めから見て最も暗く見えるようにする場合に使用するルックアップ
テーブルを用いて変換したユニットの正面透過強度と斜めから６０度から見た場合の透過
強度との関係である。
【０１１３】
　本実施形態に係る液晶表示装置１は、輝度スケーリング後の画像の正面透過強度が図１
３の素特性の範囲に収まるように、輝度のスケーリングを行い、上記素特性の範囲内にお
いて、斜め６０度から見た場合の透過強度が図１３の斜線領域の範囲に収まるような２つ
のルックアップテーブルを適用して得られる画像を表示する。
【０１１４】
　上記のような２つのルックアップテーブルを用いた変換し、得られる画像を正面から見
た場合の画像、及び、斜めから６０度から見た場合の画像をそれぞれ図１４（ｂ）、及び
、図１４（ｃ）に示す。また、図１４（ａ）は変換前の画像である。
【０１１５】
　図１４（ｂ）の正面から見た場合の画像はコントラストが３となり、図１４（ｃ）の斜
めから見た場合の画像はコントラストが２となる。また、正面から見た場合の画像の表示
内容と斜めから見た場合の画像の表示内容とが異なっている。
【０１１６】
　（液晶表示装置１の利点）
　本実施形態に係る液晶表示装置１は、ユーザが正面から見た場合には、変換前の画像と
比較して正面から見た場合における画像、及び、斜めから見た場合における画像の両方と
も、コントラストが低くなるものの、正面から見た場合と、斜めから見た場合とにおいて
異なる画像を液晶パネル４に表示することができる。
【０１１７】
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　（プログラム、記録媒体）
　最後に、図１５に示すように、画像信号の変換を液晶表示装置１は行わずに、外部のシ
ステム装置４０において画像信号の変換を行うプログラムを実行し、変換された画像信号
を液晶表示装置３０が受信して表示しても良い。
【０１１８】
　また、液晶表示装置１に含まれている各ブロックは、ハードウェアロジックによって構
成すればよい。または、次のように、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　
Ｕｎｉｔ）を用いてソフトウェアによって実現してもよい。
【０１１９】
　すなわち、液晶表示装置１は、各機能を実現する制御プログラムのプログラムコード（
実行形式プログラム、中間コードプログラム、ソースプログラム）をコンピュータで読み
取り可能に記録していればよい。液晶表示装置１（またはＣＰＵやＭＰＵ）が、供給され
た記録媒体に記録されているプログラムコードを読み出し、実行すればよい。
【０１２０】
　プログラムコードを液晶表示装置１に供給する記録媒体は、たとえば、磁気テープやカ
セットテープ等のテープ系、フロッピー（登録商標）ディスク／ハードディスク等の磁気
ディスクやＣＤ－ＲＯＭ／ＭＯ／ＭＤ／ＤＶＤ／ＣＤ－Ｒ等の光ディスクを含むディスク
系、ＩＣカード（メモリカードを含む）／光カード等のカード系、あるいはマスクＲＯＭ
／ＥＰＲＯＭ／ＥＥＰＲＯＭ／フラッシュＲＯＭ等の半導体メモリ系などとすることがで
きる。
【０１２１】
　また液晶表示装置１は、通信ネットワークと接続可能に構成しても、本発明の目的を達
成できる。この場合、上記のプログラムコードを、通信ネットワークを介して液晶表示装
置１に供給する。この通信ネットワークは、液晶表示装置１にプログラムコードを供給で
きるものであればよく、特定の種類または形態に限定されない。たとえば、インターネッ
ト、イントラネット、エキストラネット、ＬＡＮ、ＩＳＤＮ、ＶＡＮ、ＣＡＴＶ通信網、
移動体通信網、衛星通信網等であればよい。
【０１２２】
　この通信ネットワークを構成する伝送媒体も、プログラムコードを伝送可能な任意の媒
体であればよく、特定の構成または種類のものに限定されない。たとえば、ＩＥＥＥ１３
９４、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）、電力線搬送、ケーブルＴ
Ｖ回線、電話線、ＡＤＳＬ（Ａｓｙｍｍｅｔｒｉｃ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂ
ｅｒ　Ｌｉｎｅ）回線などの有線でも、ＩｒＤＡやリモコンのような赤外線、Ｂｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ（登録商標）、８０２．１１無線、ＨＤＲ、携帯電話網、衛星回線、地上波デジ
タル網等の無線でも利用可能である。なお、本発明は、上記プログラムコードが電子的な
伝送で具現化された、搬送波に埋め込まれたコンピュータデータ信号の形態でも実現され
得る。
【０１２３】
　（付記事項）
　本発明は上述した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の
変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて
得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１２４】
　本発明に係る画像変換装置は、携帯電話のように状況によっては液晶画面を他人に見ら
れたくないような機器に適用するなど、幅広く利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１２５】
【図１】本発明の実施形態１～２に係る液晶表示装置の動作を表わすフローチャートであ
る。
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【図２】本発明の実施形態を示すものであり、液晶表示装置の要部構成を示すブロック図
である。
【図３】本発明の実施形態において使用されるユニットの概念について説明する図である
。
【図４】ルックアップテーブルについて説明する図である。
【図５】図４の各ルックアップテーブルを用いて変換された画像の正面透過強度と斜め６
０度から見た場合の透過強度との関係を示す図である。
【図６】本発明の実施形態１及び２に係るルックアップテーブルを示す図である。
【図７】本発明における明画像と暗画像との混合を説明する図であり、正面及び斜めのそ
れぞれから見た場合における元画像及び該元画像から生成した明画像と暗画像との混合画
像を示す図である。
【図８】本発明の実施形態１に係るルックアップテーブルを用いて変換された画像の正面
透過強度と斜め６０度から見た場合の透過強度との関係、及び、素特性の範囲を示す図で
ある。
【図９】実施形態１に係る液晶表示装置の液晶パネルに表示される画像、及び、液晶表示
装置に入力される画像信号が表わす画像である。
【図１０】本発明の実施形態２に係るルックアップテーブルを用いて変換された画像の正
面透過強度と斜め６０度から見た場合の透過強度との関係、及び、素特性の範囲を示す図
である。
【図１１】実施形態２に係る液晶表示装置の液晶パネルに表示される画像、及び、液晶表
示装置に入力される画像信号が表わす画像である。
【図１２】本発明の実施形態３に係る液晶表示装置の動作を表わすフローチャートである
。
【図１３】本発明の実施形態３に係るルックアップテーブルを用いて変換された画像の正
面透過強度と斜め６０度から見た場合の透過強度との関係、及び、素特性の範囲を示す図
である。
【図１４】実施形態３に係る液晶表示装置の液晶パネルに表示される画像、及び、液晶表
示装置に入力される画像信号が表わす画像である。
【図１５】本発明に係る画像の変換を、プログラムを用いて実現する場合における、液晶
表示装置、及び、プログラムが格納されるシステム装置の構成図である。
【図１６】従来技術を示すものであり、従来技術を用いて変換された画像の、狭視野角時
、及び、広視野角時における正面透過強度と斜め６０度から見た場合の透過強度との関係
を示す図である。
【図１７】従来技術を示すものであり、従来技術を用いた液晶表示装置の液晶パネルに表
示される画像、及び、液晶表示装置に入力される画像信号が表す画像である。
【符号の説明】
【０１２６】
　１　　液晶表示装置（画像変換装置）
　２　　インターフェイス回路（スケーリング手段、暗画像生成手段、明画像生成手段）
　３　　液晶駆動回路（画像生成手段）
　４　　液晶パネル
　５　　ルックアップテーブル
　１０　システム装置
　２０　ユニット
　３０　液晶表示装置
　４０　システム装置
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